
ヨーロッパには古くからユダヤ教とキリスト教が存在してきたが、近年はこれに加えてイスラーム諸国から
の住民移入が顕著である。今やヨーロッパは３大一神教が一同に会する、宗教上の一実験場となったとも言
えよう。「一神教学際研究」としては、ヨーロッパがこの状況に対してどのような動きを示すのかを追跡する
必要がある。 

本特定研究プロジェクトは、ヨーロッパ、とりわけドイツ、フランス、イギリスの政府機関が、それぞれの国の
宗教状況に対してとる宗教政策を研究するものである。ヨーロッパにおける多様で多層的な宗教的状況に
関して、情報収集と分析を行うと共に、政府機関がそれをどのように捉え、評価し、どのような形で対処しよう
としているかを調査、考察することを目指す。また、各国と並行して、EU全体の宗教政策についても調査と
分析を行っていく。 
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第3回 2005年3月3日（木）　開催地：同志社大学　今出川キャンパス 
 ドロン・コヘン（同志社大学神学部嘱託講師） 
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特定研究 
プロジェクト１ 

報告 

2004年度研究会 

研究会概要（発表は公開講演会の項に掲載） 

「欧州におけるグローバル化と宗教」、この主題をグラーフ氏は四つの契機から論じた。第一にグローバ

ル化の概念規定、第二にEU統合の歴史とそこで達成された事柄の考察、第三に欧州の宗教的文化的多様

性の考察、第四に欧州的な宗教的文化的多様性と寛容の考察、以上の四つである。 

一、グローバル化の概念の定義は、経済学では通信、交通、輸送技術の進展による国際的分業の促進であ

る。また社会学では均一な社会形成のプロセスである。例えばインターネットがもたらす情報伝達は、

情報認知面での世界的均一化を促し、それが文化的差異の解消に繋がっていくというわけである。た

だし、このようなグローバル化のプロセスは不可逆ではない。急激なグローバル化の後にはローカル

化と呼ぶべき反動が生じてくる。近年の民族主義や宗教原理主義はこの類例と言うことができる。 

二、EU統合は未だ完了を目指す途上にある。その為には更なる経済統合と通貨統一、統一欧州法の権威

の強化、欧州議会の権威の強化が必要である。またグラーフ氏は、欧州合衆国といったような統合への

志向と、国民国家システムへの固着志向との均衡点を模索する必要性、周辺国をEUに受容する際の諸

問題を指摘した。とりわけトルコのEU加盟は多数の問題を孕んでいる。 

三、欧州の宗教事情を考える際には、単一の宗教教派で統べられているデンマークやスペイン、ギリシャと

いった諸国家と、そうでない諸国家を区分する必要がある。多様な宗教を抱える国家については、従来

は多宗教共存のイメージが強かった。しかし、実際の調査では宗教ごとのゲットー化とでも言える状況

が生起している。従来の宗教的寛容のイメージは過去のプロテスタント諸教派の共存から生じてきて

いるものであり、それを安易に現在の状況に適用するのは不適切なのである。 

四、従来の欧州宗教史の観点では、人は一つの宗教的伝統、信仰を有すると見られてきた。しかしそうとは

限らない現状がある。例えばカトリック信徒でありながら輪廻転生を信じている人もいる。このような

日 時  

会 場  
／２００４年１１月２０日（土） 

／同志社大学　今出川キャンパス　神学館礼拝堂 
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 「ヨーロッパにおけるグローバリゼーションと宗教」 
３：３５～３：４５ 休憩 
３：４５～４：０５ コメント：石川　立　 
４：０５～４：３０ 質疑応答 
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研究会概要 

内藤正典教授は一橋大学COEプログラム「ヨーロッパの革新的研究拠点」の副代表である。2004年

に『ヨーロッパとイスラーム ― 共生は可能か』(岩波新書)を出版されている。今回の研究会では一橋大学

大学院社会学研究科から内藤教授を招き、「トルコのEU加盟問題からみたヨーロッパとイスラーム世界の

関係」という題でお話をいただいた。 

以下は発表の要約である。 

昨年１２月１６日、１７日の両日、ベルギーのブリュッセルでEU首脳会議が開催され、トルコのEU加盟交渉

開始が来年１０月からスタートすることが決定した。しかし、これはあくまで加盟交渉の開始であり、加盟が

決まったわけではない。トルコがＥＵの前身にあたるＥＥＣとの間で加盟に関する話し合いを始めたのは１９

６３年のことであったから、４１年かけてようやくEUのドアの前まで来たことになる。しかし、ドアが開くかど

うかはわからないとするのが、EUの反応である。 

なぜトルコはそこまでEU加盟を望むのだろうか。その背景には、「初代大統領アタチュルク以来の悲願

であり、国是なのだ」という歴史的経緯と、EUに加盟すれば移民を国外に送り出すことができるというエル

ドアン政権にとっての実利がある。 

これに対して、ブリュッセル首脳会議における各国首脳の反応は、トルコ加盟に必ずしも積極的ではなか

った。強くサポートする姿勢をとったのは英国のブレアとドイツのシュレーダーであり、フランスのシラクは

無条件の賛成はしなかった。 

EU諸国内では反対意見が強い。その理由としては、①人権と民主主義の不備、②男女不平等、③移民流

入への恐怖、④宗教の相違、⑤そもそもヨーロッパになじまない、⑤経済開発の遅れ、⑥人口規模という6

点が挙げられる。トルコのEU加盟に対するこのような反対論には二つの軸がある。一つは「人権・民主主

義が条件として満たされていない」、もう一つは「イスラームだから」というものである。前者に関しては、

トルコでは、マイノリティーに対する人権状況は格別に改善されてきた。 

しかし問題は後者である。これは一種の文明間の対立という危険をはらんでいる。実際、フランスは宗教

一般に不寛容であり、ドイツはキリスト教国であるとの自己意識が強い。多文化共存を保障し、宗教的寛容

を実践してきたと思われているオランダでさえ、反イスラームに傾向を強くしつつある。EUはトルコという

日 時  

会 場  
／２００５年１月２６日（水） 

／同志社大学　今出川キャンパス　扶桑館ＣＩＳＭＯＲ会議室 

スケジュール 

３：００～４：００ 発表：内藤正典 
 「トルコのEU加盟問題からみたヨーロッパとイスラーム世界の関係」 
４：００～４：１０ 休憩 
４：１０～４：２０ コメント　小原克博　 
４：２０～５：３０ ディスカッション 

発 表  
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／内藤正典（一橋大学大学院社会学研究科教授） 

／小原克博（同志社大学大学院神学研究科教授） 
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現状、また移民によるイスラーム流入に伴い益々多様化する宗教状況を、多様性を保持したままに統合

するには一つの法の存在が不可欠である。法の下での平等は宗教の多様性を保証し、同時に法を越え

る宗教活動を制限する。新しい宗教多元化のプロセスはこのような基盤を必要としている。 

近年の宗教問題に関する議論では、それぞれの宗教に固有の価値があるとする相対主義が優勢である。

しかしこのような観点は適切ではない。それは芸術作品のそれぞれが価値を有しつつも、その価値が作品

の美醜に左右されるのと同様に、宗教もまたその信仰の質と価値が量られるべきなのである。ここでかつ

てトレルチが語ったような人権に対する態度が問題となってくるのだとして、グラーフ氏は講演を締めくく

った。 

講演後の石川氏のコメント、またフロアからの質問にもグラーフ氏は以上の観点から積極的に回答され、

終始一貫して法の重要性を主張されていた。 

（CISMORリサーチアシスタント・神学研究科博士後期課程　高田　太） 
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